
会 議 議 事 録 

会 議 名 平成２７年度 第２回 学校関係者評価委員会 東京工科専門学校品川校 

開催日時 平成２７年１１月４日 (水)  １８ 時 ～ ２０ 時 

会  場 東京工科専門学校品川校 ２６教室 

参 加 者 委員 

 

７人 

 

（参加者）織戸幸正・根本淳一・五十嵐由美子・成宮真理子・

保科義和・甲斐俊和・遠藤新一 

事務局 ４人 竹尾和也・松村道隆・佐藤文夫・蓬田誠 

会 議 碌 １．校長挨拶 

 竹尾校長より、本学校関係者評価委員会開催に向けての挨拶がなされた。 

２．委員長挨拶  

織戸委員長より挨拶が行われた。 

３．委員会成立の確認 

 委員７名、事務局４名の参加により委員会成立が確認された。 

報告・確認事項 

１．第１回議事録確認 【資料 A】【資料Ｂ】【資料Ｃ】 

根本委員より、前回議事録の確認が行われ、全員の承認を得た。 

２．H27年度事業計画進捗状況報告 ppt資料 

 蓬田科長より H27年度の事業計画の進捗状況について現状の各種資格試験合格率、 

２級備士国家試験に向けた施策について説明があった。 

また、１級自動車整備科の準備状況については松村部長より３、４年次のオリジナル 

科目を主体に説明があった。 

３．H27年度教員及び学生の研修実績報告 

 松村部長より今年度の教職員及び学生の企業研修について報告があった。 

１．第 1号議案 

・H27年度事業計画と取り組みに関する進捗状況 

 遠藤：退学率の件、HDコースは悪いと聞いているのに９５％とはなぜか。 

 蓬田：自動車全体としての数字で９５％となっている。 

 遠藤：次年度以降１級科が増えて校舎のキャパシティーは超えないのか。 

 竹尾：入学者が４年生になるときに定員最大 240名で計画しているので問題ない。 

 遠藤：今年度の企業研究会はいつか。また、ＨＤディーラーからＨＤに興味の無い学生

も聞くのはどうかとの話が来ている。 

 松村：１月１９日予定。研究会の主旨として、希望企業のみならず色々な企業の話を聞

く大切さを指導している。 

 遠藤・：第一志望の学生を前席に、そうでない学生は後席に座るなどの対策をしてはい



かがか。 

 松村：検討させて頂きたい。 

保科：色々な説明を伺い、大変親切な学校であると思った。地域との連携にもたくさん

参加しており、ありがたいと思う。 

・H27年度自己評価に関する意見交換 

 全員：やり方に問題なく、良いと思う。 

 織戸：委員会開催は年２回では少ないのではないか。 

 竹尾：委員会は年２回でも情報は常にＨＰから取得でき、意見交換はメール等で実施し

たい。 

 根本：１級はレベルが高いと思うのだが、ついていけない学生がいるのではないか。 

 松村：レベルは高いが、フォローもしっかりしているので心配していない。 

 成宮：学生が入院して休んだ時には補講と追試でフォローを手厚く行って頂けていると

聞いている。 

 五十嵐：一昨年と比べて危険物の時期が変わった(早くなった)のはなぜか。 

 蓬田：合格証を早く得ることで履歴書に記載が可能になることから就職活動を意識した 

    時期に行っている。 

 織戸：ＨＤの新技術学習は取り入れているのか。 

 蓬田：講義では取り入れているが、実際の車両については見せるだけとなっている。 

 遠藤：ＨＤＪとしても新しい車両を用意しなければならないのだが、なかなか都合が付

かず準備できていない。 

２．第２号議案  

・公開情報の更新について 

 全員：特に問題なしと同意 

３．事務局より連絡 

  次回 平成２８年度第１回開催は２８年７月 予定 

 

会議風景 

   


